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本稿では，社会福祉，教育，保健・医療分野の論文に投稿されている各分野の

エンパワメントの研究の動向と概念について整理した。特に，社会福祉分野の文

献においては，Rodgers の概念分析法を用いて，エンパワメント獲得のプロセス

に焦点を当てて，概念分析を行った。 

その結果，エンパワメント獲得のプロセスについては，先行要件として【負担

感】【社会資源の脆弱化】，属性として【知識の獲得】【環境調整】【ケア・支援体

制】【主体的な行動】，帰結として【自己実現】【自己向上】のカテゴリーをそれぞ

れ抽出することができた。また，福祉，教育，保健・医療の 3 分野に共通する根

源には，被抑圧者の解放運動や社会運動があったことが改めて明らかとなった。 

以上のことをふまえ，スクールソーシャルワーカーのエンパワメント概念モデ

ルの素案を作成した。 

 

キーワード： エンパワメント，スクールソーシャルワーカー 

 

 

はじめに 

 

エンパワメント（empowerment）は，近年我が国の福祉，医療，教育，経営，社会開発

などの幅広い分野で取り上げられている。特に，社会福祉の分野でこの概念を最初に導入

したのは，ソロモン（Solomon,B.B.）である。1976 年の著書『ブラック・エンパワーメン

ト：抑圧地域でのソーシャルワーク』（Black Empowerment:Social Work in Oppressed 
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Communities）で，アフリカ系アメリカ人のクライエントへの効果的なソーシャルワーク

実践がエンパワメントであることを記した 1)。その後，エンパワメントという用語が様々な

側面で用いられるようになり，今日では「ソーシャルワーク専門職の一つの中心的な価値」

として位置付けられるまでに至っている 2)。 

本稿では， 2008 年から 2012 年までの社会福祉分野をはじめ，教育，保健・医療分野の

各論文に見られるエンパワメント概念を取り上げ，その整理を行うとともに，近年児童生

徒を取り巻く複雑かつ多様な問題に対し，その環境から働きかけることを専門としている

スクールソーシャルワーカー（以下，「SSWer」とする）に向けたエンパワメント概念モデ

ルを検討していくことを目的とした。 

 

各分野におけるエンパワメント概念 

 

社会福祉分野においてエンパワメント概念が用いられ始めたのは，1950 年代から 1960

年代のアメリカで巻き起こった公民権運動であり，この社会的背景をきっかけとして，ソ

ーシャルワークの支援方法にエンパワメント概念が導入された。ソロモンは，「エンパワメ

ントは，スティグマ化された集団に属することにもとづいてもたらされる否定的な評価が

生みだしている無力化された状態を軽減する目的で，ソーシャルワーカーがクライエント

やクライエントシステムとともに一連の活動に携わる過程」と定義し，黒人のソーシャル

ワーク実践方法を模索している 3)。 

その後，エンパワメント概念は，女性や障害者，少数民族，AIDS 患者など社会的弱者と

して差別されている人々へのソーシャルワーク実践方法として発展し，現在までに様々な

定義づけが行われている。例えば，ステイプルズ（Staples,L.H.）は，エンパワメントを「①

パワーを得る過程，②パワーを発達させ，獲得する過程，③パワーを促進し，効果的にす

る過程，④パワーを与え，認める過程」と定義している。また，リー（Lee,J.A.B.）は，サ

イモン（Simon.B.L.）の「エンパワメントは，内相的活動であり，パワーや自己決定を求

める人々によってのみ開始され，持続されることのできる過程である。このエンパワメン

ト過程において他人は，支援し促進することしかできない」という定義を引用し，エンパ

ワメント過程が支援者ではなく，利用者主体で行われることを強調している 4)。 

教育分野に関しては，フレイレ（Freire,P.）の著作をもとに，ウォーラーステイン

（Wallerstein,I.）が，1988 年に個人や集団や構造の変化を目的とするエンパワメント教育

を提唱したことが，エンパワメント概念の歴史的起源となっている 5)。久木田純によれば，

フレイレの教育学は，抑圧の構造を理解し，「意識化」し，実践によって次の段階への変容

を可能とし，自らが文化の作り手になって行動する持続的な開放のプロセスであるとして

いる。また入江直子は，エンパワメントを「より人間的な社会秩序をつくるために行動す

る可能性を認識し，そのために互いに力を作り出すような方法で他者と関係することがで

きるようになること」であるとし，教師の「支配力としての力」を「創造的なエネルギー
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としての力」に転換することで，教師の知識と経験は，学習者とともにすべての者の力を

増大させるために使われると述べており，学習者と教師の相互作用によって力が増してい

く状況をエンパワメントとしてとらえている 6)。 

保健・医療分野では，1996 年に野嶋佐由美が，ケア対象者の権利や自己決定を尊重しな

がらその人が持っている力が発揮されるには，ケアを受ける者とケアを提供する者がパー

トナーシップを形成し，協働して問題解決に取り組んでいかなくてはいけないというパラ

ダイム変換を促す概念としてエンパワメントを紹介しており，その後の 2000 年以降にエン

パワメントが広く取り上げられるようになっている 7)。 

エンパワメントの用語については，グティエレス（Gutierrez,L.）らは，「ソーシャルワ

ーク分野でのエンパワメントの概念は，明瞭さに欠けて普及しているため，研究者によっ

て目的，過程，介入方法と多様に解釈されている 8)」と説明している。また，社会福祉分野

のみならず，各分野で多様に扱われている現状があることも，多数の研究者によって報告

されているところである。以上のことをふまえ，本稿では以下のとおり調査を行った。 

 

調査方法 

 

2008 年から 2012 年までの「エンパワメント」「empowerment」という用語が文献タイ

トルに含まれるもの，またはキーワードあるいは要約に含まれるものを以下の方法で検索

し，その中から関連する学会発表および投稿論文，学術論文のみを抽出し，収集および整

理を行った。検索方法等は以下の通りである。 

1） 国立情報学研究所（以下，『CiNii』とする）が運営する学術情報データベースによる検

索の実施（検索日：2013 年 12 月 18 日） 

2）特定非営利活動法人医学中央雑誌刊行会（以下，『医中誌』とする）が作成する国内医

学論文情報データベースによる検索の実施（検索日：2013 年 12 月 18 日） 

3）社会福祉分野の文献については，エンパワメント獲得のプロセスに焦点を当てたものを

もとに，Rodgers の概念分析法を用いて，エンパワメントの概念を分析 

 

調査結果 

 

1．文献収集および選別 

 重複するものを除いた計 392 件の論文

を文献タイトル，学会誌，内容から【社会

福祉分野】，【教育分野】，【保健・医療分野】

【その他】に分類した（図 1）。 

本稿では，福祉，教育，保健・医療分野

の 3 つの分野に焦点を当て，入手可能であ 図 1  検索結果にもとづく分野別論文の内訳 

 N=392 (2013 年 12 月現在) 
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った文献計 221 件を対象に，エンパワメントに関する研究動向を調査した。 

2．エンパワメント概念の分析方法 

 概念の使用に焦点を当てた Rodgers の概念分析法を用いた。本手法は，エンパワメント

の概念が文献の中でどのような用いられ方をされているか，あるいはどのような定義づけ

がなされているかを読み取り，その概念を構成する要素を抽出し，さらなる概念の発展の

基盤を提供していくものである。具体的には，文献ごとのエンパワメントの定義，概念に

先行して生じる要件として【先行要件】，概念を構成する【属性】，概念の結果もたらされ

る【帰結】に関する記述を抽出し，カテゴリー化を行った。 

 

エンパワメント研究の動向 

 

１．社会福祉分野のエンパワメント研究の動向 

社会福祉分野に関するエンパワメントに関する文献計 68 件について分析を行った。研究

対象別に分類すると，①クライエント（高齢，障害者，児童・家庭）を対象とする研究（37

件）が最も多く，次いで②ジェンダーに関する研究（11 件），③ソーシャルワーク実践に関

する研究（8 件），⑤その他（7 件），②援助者を対象とする研究（5 件）に大別することが

できた。さらに，この中からエンパワメント概念を直接取り上げている文献を抽出し，エ

ンパワメントを獲得していくプロセスに焦点を当てた文献計 4 件について取り上げ，分析

を行った（表 1）9)10)11)12)。 

表 1 エンパワメント獲得のプロセスに焦点を当てたエンパワメントの概念分析 

発表者
（発表年）

対　象 定　義 先行要件 属　性 帰　結

中井ら
（2012）

仕事、子育てを両立
する母親

・定義を説明していない ・結婚観、ライフスタイルの多
様化
・仕事と子育てを両立する母
親の社会的孤立感

・家族、地域の協力
・職場の理解とサポート

・自己の存在価値
・自我の確立

井上
（2012）

女性 ・社会的に抑圧された
人々がその本来もってい
る力を発揮していくこと

・民主主義的価値観の内面
化

・ジェンダー平等教育を広める
こと
・社会運動への参加を保障す
るための環境づくり

・社会運動への主体
的参加
・価値

辻ら
（2012）

視覚障害者（思春期
で中途障害）

・支援者主体のコントロー
ルされた生活ではなく、障
害者と支援者の相互関係
のなかで、障害者自身が
必要な支援を受けながら
も様々な体験を通して、力
を獲得し、他者との関係
のなかで影響を与えなが
ら生活していくこと

・アイデンティティの確立が困
難
・ディスエンパワメント状態

・新しいことへの挑戦
・新しい環境

・自信
・ありのままの自分を
受け入れる
・更なる飛躍

寺村ら
（2008）

妊娠期から出産後ま
での女性

・当事者（学習者や対象
者）の持つ潜在的な能力
を開発し、当事者が他者
との関係性も含んだ生活
をより豊かなものにしてい
けるようになる過程、ある
いは、当事者がそのよう
な状態になること

・育児不安
・核家族のため親の援助を得
られにくい状態
・孤立、依存

・情報の伝達（知識・技術）
・情報の伝達（資源の紹介）
・看護的ケア
・動機づけ
・助言、カウンセリング
・意見交換

・自己実現、自己表
現
・主体的な状態
・資源の活用
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1-1 先行要件 

先行要件として，育児不安やアイデンティティの確立が困難などの【負担感】，親の援助

を受けにくいなどの【社会資源の脆弱化】の 2 つのカテゴリーを抽出した。 

1-2 属性 

 属性として，知識や技術，資源など【知識の獲得】，家族や地域の連携などの【環境調整】，

カウンセリングなどの【ケア・支援体制】，社会運動など【主体的な行動】の 4 つのカテゴ

リーを抽出した。 

1-3 帰結 

 帰結として，自我が確立し，自己実現される【自己実現】，更なる飛躍や資源の活用など

【自己向上】の 2 つのカテゴリーを抽出した。 

 

２．教育分野のエンパワメント研究の動向 

教育分野に関するエンパワメントに関する文献計 20 件について分析を行った。研究対象

別に分類すると，①児童・保護者に関する研究（6 件）が最も多く，次いで②授業・学校評

価に関する研究（6 件），③教材論・授業論に関する研究（3 件），④人材育成に関する研究

（3 件），⑤教師を対象とする研究（1 件）⑥その他（1 件）に大別することができた。 

以下に，エンパワメントの概念を直接取り上げていた研究の動向について紹介する。 

2-1 授業・学校評価に関する研究 

 鎌田ら（2012）は，留学生を対象とした日本語教育プログラムにエンパワメント評価を

適用している 13)。また，池田・池田（2009）は，エンパワメント評価の実施ツールのひと

つである Getting To Outcomes の日本の学校評価への応用可能性について検討している 14)。 

2-2 教材論・授業論に関する研究 

 永田（2011・2012）は，エンパワメントの概念を国語科教育に応用し，「エンパワメント

としての読解力」という新たな国語学力の育成に向けた教材論・授業論を提案している 15)16)。 

2-3 人材育成に関する研究 

 高橋・金澤（2010）は，途上国のろう者エンパワメントに必要な視点として，教育と手

話を説明し，手話を通して高等教育を受けることで，社会的地位の向上を目指すことがで

きるとしている 17)。 

2-4 教師を対象とする研究 

 腰丸・森田（2009）は，男女平等の視点から，インド人女性の地位向上のために必要な

教育支援として，女性教師のエンパワメントを挙げている 18)。 

 

３．保健・医療分野のエンパワメント研究の動向 

保健・医療分野に関するエンパワメントに関する文献計 90 件について分析を行った。さ

らに研究対象別に分類すると，①患者・家族を対象とする研究（48 件）が最も多く，次い

で②看護者を対象とする研究が（24 件），③その他（13 件），④看護教育に関する研究（5
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件）に大別することができた。 

以下に，エンパワメントの概念を直接取り入れていた研究の動向について紹介する。 

3-1 患者・家族を対象とする研究 

患者を対象とする文献として，田中（2008）は，リハビリテーションを行う精神疾患患

者の事例から，どのような状況でエンパワメントとディスエンパワメントが起こるのかを

明らかにし 19)，渕田ら（2008）は健康の維持・増進を目的とした高齢者の自主サークルの

エンパワメント条件について検討し 20)，佐藤ら（2009）は，糖尿病患者へ PAID を活用し，

エンパワメントアプローチの効果について検証した 21)。また，吉川ら（2009）は，糖尿病

患者による看護介入が患者のエンパワメントを高める効果があったのかを明らかにし 22)，

山根ら（2010）は，精神障害者の地域支援活動を通して，ソーシャルサポートネットワー

クプロセスを明らかにしている 23)。その他，北風ら（2009）は，エンパワメント評価を用

いて，暴力に曝された子どもへの心理支援プログラムの効果を明らかにし 24)，高橋・稲吉

（2011）は，肺がん患者のエンパワメントの過程において，「自己の意識化」は欠くことの

できない局面であるということを明らかにした 25)。 

家族を対象とする文献としては，西田（2010）は，「養育上の困難を抱える母親のエンパ

ワメント」概念分析を行い 26)，高橋・樋口（2008）は，家族介護者のエンパワメントを引

き出す要因を明らかにした 27)。 

3-2 看護者を対象とする研究 

 坂下ら（2012）は，終末期がん患者の看取りに関わる看護師のエンパワメントにある「粘

り強く関わる力」の構成要因と構造を明らかにしている 28)。また，村田ら（2008）は，既

婚看護師に焦点を当て，仕事と家庭を両立していく過程で行うエンパワメントの内容を 4

つに分類した 29)。尾出ら（2008）は，エンパワメントプログラム実施におけるプロセスお

よび結果から，参加した中堅看護師の変化を明らかにし 30)，笠松ら（2008）は，医療観察

法病棟における事例検討会での事例提供者のエンパワメント効果の持続に影響を及ぼす要

因の明確化を図っている 31)。その他，加藤ら（2008）は，エンパワメントの手法を用いた

カンファレンスを実施し，看護師の意欲の変化について考察し 32)，田村ら（2010）は，プ

リセプターのエンパワーを高めるチーム支援を明らかにした 33)。 

3-3 看護教育に関する研究 

 清村ら（2008）は，エンパワメントに関する先行文献の分析から，学生がエンパワメン

トを獲得するための教育モデルを構築した 34)。また，蒲池ら（2012）は，「健康エンパワメ

ント」を養護教諭養成教育の重要な実習効果であると論じている 35)。その他，齊藤・狩野

（2008）は，被虐待者のコンサートに参加した保健師および助産師学生の視点を分析し，

リスクの高い健康課題を有する当事者のエンパワメントについて学習する意義を検討し 36)，

小笠（2009）は，患者と医療・看護職者のエンパワメント形成を支援する教育プログラム

の評価について参加前後で検証を行っている 37)。 

 以上の各分野における研究動向ならびにエンパワメントの概念整理から考察を行った。 
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考察 

福祉，教育，保健・医療分野の各分野には共通して，根源に被抑圧者の解放運動や社会

運動などがあり，各分野における政策に対する批判から改革を求めてきたという歴史的背

景があった。研究動向を概観していく中で，エンパワメントの対象となる者は，常にエン

パワメントが欠如し，抑圧状態にあるのではなく，自身の資質の向上を目指し，組織の効

果を高める取り組みにも活用されていることが，特に医療・保健分野の文献調査から明ら

かとなった。 

 エンパワメント獲得のプロセスに焦点を置いた概念分析では，先行要件として【負担感】

【社会資源の脆弱化】，属性として【知識の獲得】【環境調整】【ケア・支援体制】【主体的

な行動】，帰結として【自己実現】【自己向上】のカテゴリーをそれぞれ抽出した。社会福

祉分野でエンパワメント獲得のプロセスについて取り上げている文献は，クライエントを

対象にしたもののみであったが，今後クライエントを取り巻く課題が複雑化・多様化する

中で，クライエントをエンパワメントしていくためにも，援助者自身のエンパワメントが

阻害されない取り組みに焦点を置く必要があると考える。したがって，分野を超えた連携

はもちろんのこと，援助者自身が複眼的な視点を持つことが求められる。特に，SSWer は

教育と福祉の橋渡し役となる存在であり，学際的な知識をもって児童・生徒を取り巻く環

境に介入する存在であるため，SSWer のエンパワメントに焦点を当てて研究していく必要

があると考える。また SSWer は，2008 年度の全国配置以来，7 年目を迎えるが未だ専門性

は確立されておらず，業務内容も個々の力量に任されているという現状も否めない。SSWer

がエンパワメントを獲得しながら日々の業務を行うことは必要不可欠であり，改めて

SSWer のエンパワメント概念を検討していく必要があると考えられる。以上をふまえ，本

稿ではこれまでの概念分析をもとに，SSWer のエンパワメント概念モデルを作成した（図

1）。すなわち，SSWer がミクロレベル，メゾレベ

ル，マクロレベルからアプローチを行い，【自己実

現】を図っていくためには，SSWer として必要と

する学際的な【知識の獲得】が必要であり，福祉

に関係する機関のみならず，児童や場合によって

は障がい者，高齢者を対象とする機関との連携を

密にしながら，学校教育現場と家庭と関係機関と

の間の【環境調整】を行うことが求められ，積極

的に現場へアプローチを行うなどの【主体的な行

動】を通して，学校教育現場への認知度を高めて SSWer が活動しやすい現場を作ることが

大切である。さらには，スーパーバイズ体制など【ケア・支援体制】を充実させることで，

現場で孤立しやすいSSWerを支える体制を作ることを通してエンパワメントを獲得するこ

とができると考えられる。今後は，これらの概念モデルを基本とするエンパワメント尺度

の本格的な開発に取り組んでいきたい。 

図 2  SSWer のエンパワメント概念モデル 
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